
習志野演習場に係る旧軍毒ガス弾等の環境調査について

（住 民 説 明 会 資 料）

日時： 平成１８年７月５日（水）

１８：３０～２０：００

場所： 八千代市立南高津小学校

資料１： 千葉県習志野事案に係るこれまでの経緯について

資料２： 習志野演習場に係る旧軍毒ガス弾等の環境調査について

（物理探査の結果及び今後の対応について）

防 衛 庁

ご意見・ご質問等ございましたら、下記までご連絡下さい。

防衛庁 長官官房 施設課

ＴＥＬ：０３（３２６８）３１１１ 内線２０８８１

ＦＡＸ：０３（５２２９）２１３２

※参考：防衛庁ホームページ（各種資料：旧軍毒ガス関連）
http://www.jda.go.jp/
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千葉県習志野事案における旧軍毒ガス弾等の埋設情報について

１ 平成１５年７～８月：厚生労働省から情報提供
厚生労働省から環境省へ情報提供 （別紙１、２）。
保有状況及び処理状況についての情報は、次のとおり。

２ 平成１５年１１月：千葉県習志野事案の公表
関係省庁及び都道府県等から提供された情報に基づき、千葉県習志野事

案を取りまとめ、１１月末に昭和４８年の「旧軍毒ガス弾等の全国調査」
のフォローアップ調査の報告書として公表 （別紙３）。

３ 平成１５年１２月： 国内における毒ガス弾等に関する今後の対応方針「
について」が閣議決定
フォローアップ調査の報告書を踏まえ、政府が一体となって毒ガス弾等

による被害の未然防止のための施策を実施することを決定。陸域の各事案
については、情報の確実性や地域の特定性に基づいてＡ～Ｄに区分し、関
係省庁が分担して対応することとされた。習志野事案はＡ事案に区分。

４ 平成１６年２月：環境調査が必要である区域を習志野学校跡地と特定
環境省の専門家委員会において、習志野学校跡地内を対象として環境調

査を行うことに確定。

５ 平成１６年３月：習志野学校跡地で環境調査を開始
習志野学校跡地において、民有地等については環境省が、国有地につい

ては財務省が、地下水調査等の環境調査を開始。

資料１

厚生省聞き取り調査票（別紙２）
保 有 場 所 種 類 数 量

陸軍習志野学校（習志野市大久保） イペリット 本数不明
習志野原現自衛隊射撃場北側に疎開しあり。 ルイサイト 檻数不明
当時学校は真毒使用場として使用する。 約６屯余と記憶する

廃 棄 場 所 種 類 数 量
昭和２０．８．１７－２０の習志野学校材料廠 イペリット 本数及び檻別不明
員、教導隊下士官にてサラシ粉約１０屯を使用 ルイサイト 約６屯余と記憶する
し開放し消毒の後地下に埋設する。
終戦後自衛隊に於いて容器一部を発見、米軍化
学兵部隊に於いて徹底的完全消毒を行い現在練
兵場として使用の筈。
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６ 平成１６年３月：習志野学校出身者へ聞き取り調査
習志野学校出身者の証言によれば、毒ガス弾等の処理場所は真毒使用所

（現在の自衛隊習志野演習場）及び特殊弾格納庫周辺（現在の住宅地）と
推測 （別紙４）。

７ 平成１７年３月：習志野学校跡地の環境調査を終了
環境省及び財務省では、平成１６年３月１日から習志野学校跡地の環境

調査を行い、分析した全ての地下水、大気、土壌、表層ガスからは毒ガス
成分は検出されず。
また、既に実施した物理探査の反応物が毒ガス弾等でないこと確認する

不審物確認調査を平成１７年２月１５日から３月１８日に実施。
その結果、全ての地点について異常物は発見されず。
習志野学校跡地については 「現状においては日常生活を行う上で危険、

性はない（ただし、一部の場所で調査が完了していないため、その場所に
ついては土地所有者の要望に応じて調査を実施する 」と確定。。）

８ 平成１７年４月：環境調査が必要である区域に習志野演習場を追加
環境省の専門家委員会において、習志野演習場内の環境調査については

防衛庁が、同演習場周辺の地下水調査については環境省が実施することと
確定 （別紙５）。

９ 平成１７年６月：習志野演習場とその周辺で地下水調査を実施
防衛庁が演習場内の４ヵ所を、環境省が演習場周辺の２０ヵ所について

地下水調査を実施。その結果、全ての地点から毒ガス成分は検出されず。
（別紙６）

１０ 平成１７年１０月：習志野演習場で物理探査を開始
証言及び文献資料から、旧軍による毒ガスの訓練跡地と思われる場所

、 （ ）が確認されたことから 防衛庁が物理探査 レーダー探査及び磁気探査
を開始。

１１ 平成１８年３月：習志野演習場の物理探査を終了
防衛庁が約173,000㎡（約１７ha）について、物理探査（レーダー探

査及び磁気探査）を実施。その結果を速報として関係自治体等へお知ら
せ （別紙７）。

－２－



習志野演習場に係る旧軍毒ガス弾等の環境調査について
（物理探査の結果及び今後の対応について）

陸軍習志野学校跡地（現在は民有地等）の近傍に所在する習志野演習場に
ついては、旧軍による毒ガス訓練跡地と思われる場所が所在し、毒ガス成分
が無害化されずに、ドラム缶に入れられ埋設された可能性が高いとの旧軍関
係者による証言等を踏まえ、地下埋設物（ドラム缶相当）の有無を確認する
ため、平成１７年度に物理探査を実施。
今般、その結果が下記のとおり得られたので、今後、不審物確認調査（掘

削確認）及び土壌調査を実施する予定。

記

１ これまでの調査（地下水調査）
(1) 平成１７年６月、演習場内の４ヵ所について地下水等の調査を実施。
その結果、全ての地点から毒ガス成分は検出されず。

(2) 環境省が演習場周辺の飲用井戸２０ヵ所について地下水調査を実施。
その結果、全ての地点から毒ガス成分は検出されず。

２ 物理探査の概要
(1) 探査期間： 平成１７年１０月２１日～平成１８年３月３１日
(2) 探査区域： 約１７３,０００㎡（約１７ha）
(3) 探査方法：
ア ； 埋設物の有無を確認するため、調査区域の全域（約１７ha）レーダー探査

について、１ｍ間隔の直線上を車輪付きのセンサー（箱型）に

より探査 （浅い深度及び深い深度の２種類で実施 ）。 。

イ ； 金属（主に鉄）の有無を確認するため、調査区域の全域（約磁 気 探 査

１７ha）について、１ｍ間隔の直線上をセンサー（棒型）によ

り探査 （深度２ｍ程度まで探査が可能 ）。 。

(4) 探査結果：
ア レーダーのみに反応した地点は１８１ヵ所。
（このうち、磁気探査による検知が可能な深度２ｍを超え、レーダーに反応した

地点１２ヵ所は、寒川町事案など過去の発見事例を踏まえれば注意が必要 ）。

イ 磁気のみに反応した地点は６１ヵ所。
ウ レーダーと磁気の両者に反応した地点は１６ヵ所。
［レーダー又は磁気のいずれかに反応した地点は２５８ヵ所 ］。

資料２
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（参考： 環境省が平成１６年度に実施した陸軍習志野学校跡地(現在は民有地等)に

おける物理探査では、調査区域約７haで約２４７ヵ所を検知 ）。

３ 今後の対応
(1) レーダー又は磁気のいずれかに反応した地点の２５８ヵ所について
は、安全を確保しつつ不審物確認調査（掘削確認）を実施する予定。

(2) 探査区域（約１７ha）の全域について、毒ガス成分の有無を確認する
ため表層５０cmまでの土壌を採取・分析する土壌調査を実施する予定。

、 、 、以上の調査については 早急に着手することとし 調査時期等が確定次第
関係自治体等へお知らせする予定。

－４－
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事案名 習志野の事案 （千葉県１２―２） 
分類 ○生産・保有 

○廃棄・遺棄
○発見・被災・掃海等処理
○現在の状況 
○その他 

資料 ・『陸軍習志野学校』１９８７年〔１〕 
・『習志野市史』第１巻通史編、平成７年・同『習志野市史』第４
巻資料編（Ⅲ）、平成６年〔２〕 

・『学校が兵舎になったとき』１９９６年〔３〕 
・証言〔４〕 
・Target No. 1453 (Narashino) Technical Intelligence Report 

of Captured Japanese CW Material (Narashino)〔５〕 
・証言（昭和４８年調査）〔６〕 
・化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状
況(14.6)」〔７〕 
・『朝日新聞』（昭和２６年１０月１９日）〔８〕
・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」〔９〕
・「毎日新聞」夕刊連載記事「化兵のとりで」（平成 7 年５月１７
日・５月２４日・５月３１日・６月７日）〔１０〕
・証言〔１１〕 
・『毒ガス戦関係資料Ⅱ』１９９７年〔１２〕 
・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について」
平成１５年１０月９日〔１３〕 

資料内容概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 千葉県習志野には、昭和８年に創設された陸軍習志野学校跡が
存在する。陸軍習志野学校は、毒ガス戦の教育と毒ガス兵器の運
用研究を行なう機関であり、毒ガスの交付も行われた。戦後､同地
域から毒ガス弾等が発見された事案がある。なお、「千葉県習志
野」には、千葉県習志野市以外に千葉県船橋市、千葉県八千代市
の市域が含まれる。

○生産・保有情報
・毒ガスを用いた教育や研究が行われており、毒ガスが交付さ
れていたことが確認される〔１〕〔２〕。また、特殊なガス室
（八面房）跡も確認されている〔３〕。
・昭和１６年に習志野学校で毒ガスに関する訓練を受け、イペ
リット、ルイサイト、催涙ガス、火炎瓶を扱ったという証言
と､昭和１９年１１月から習志野学校で1週間毒ガスの教育を
受け（被災したときの応急措置等）、イペリットの２斗のドラ
ム缶数百本野が積みされていたのを目撃した（射場の裏側）
という証言が得られている〔４〕。 
・習志野学校の設備・機材等について記載されている〔５〕。 

Ａ
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別 紙 ３
平.15.11.28.公表の千葉県習志野事案

－７－

※環境省「昭和４８年の『旧軍毒ガス弾等の全国調査』フォローアップ調査報告書」（平成１５年１１月２８日公表）より抜粋



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○廃棄・遺棄情報 
・終戦時、イペリット・ルイサイトなどが「若干」残存し、「一
部は自ら処分、大部分は進駐軍に引渡しその監督下に処分」
した〔１〕。 

・元関係者の証言として、「終戦時、イペリット缶とルイサイト
缶（合わせて約６ｔ）・青酸ボンベ（若干）を保有しており、
これらは学校敷地内において晒粉で中和し埋設し（材料廠付
近地下）、青酸は大気に放出した。また、これとは別に各種毒
物若干を銚子沖に投棄した」と記載されている〔６〕。 

 
○発見・被災・掃海等処理情報 
・昭和２６年６月２８日、千葉県習志野でルイサイト入りの缶
３本発見により演習中の自衛隊員１４名負傷したと記載され
ている〔７〕。 
・連合軍総司令部は、埋設されていた日本軍の毒ガスを、昭和
２６年１０月２４日を予定として千葉県習志野の米軍兵舎内
で焼却処分すると発表している〔８〕。 

・昭和３５年２月１７日から１９日にかけて、千葉県習志野で、
ルイサイト入りドラム缶１個が発見されたと記載されている
〔７〕。

・昭和３５年３月４日から１１日にかけて、千葉県習志野で催
涙剤（固体）１０ｋｇが発見され､土地の除染と海洋投棄を行
ったと記載されている〔７〕。
・昭和３７年８月２１日に、千葉県習志野でイペリット弾８発
が発見されている〔９〕。 
・昭和３７年９月に、千葉県習志野でイペリット弾２発が発見
されたと記載されている〔７〕〔９〕。 

・昭和３９年１１月１８日に、千葉県習志野で旧軍ガスボンベ
６本（大２本・小４本）が発見されたと記載されている〔７〕。

 
○現在の状況 
・陸軍習志野学校跡地は戦後、警察署、教育施設、県営住宅、
関東財務局宿舎や関東財務局の未利用地となっている〔１〕
〔１１〕。 
・平成６年に合同宿舎の建築に当たり地下埋設物の状況につい
て関東財務局の調査が行われ、八角形の基礎及び煙突状建築
物などが確認されている〔１０〕。 
・平成１５年５月８日に、旧軍習志野学校跡地において、水質
調査が行なわれたが、異常はなかった〔１３〕。 
・平成１５年７月２８日に、旧軍習志野学校跡地で、現在、保
育所となっている土地において、ヒ素に関する土壌調査が行
なわれたが、異常はなかった〔１３〕。 
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－８－

※環境省「昭和４８年の『旧軍毒ガス弾等の全国調査』フォローアップ調査報告書」（平成１５年１１月２８日公表）より抜粋



○その他情報 
・なお、習志野学校跡地に所在するわけではないが、近傍にあ
る陸上自衛隊習志野演習場に関して、陸上自衛隊第1空挺団
（船橋市）に所属していた元自衛隊員から以下のような証言
があった。「昭和４０～４１年ごろ、習志野演習場内にある
松林内の高圧線の近くに約２０ｍ四方の縄を張った立ち入り
禁止区域があり、そこにはイペリットが埋めてあるとのこと
で、当時、隊員には立ち入り禁止の指示があった。昭和４０
年ごろはここには草も生えなかったが、昭和４４年ごろから
草が生え、立ち入り禁止区画の縄も除去された」〔１１〕。 
・終戦時における習志野学校の配置図が存在する〔１２〕。 
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－９－

※環境省「昭和４８年の『旧軍毒ガス弾等の全国調査』フォローアップ調査報告書」（平成１５年１１月２８日公表）より抜粋
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事案名 習志野の事案（案） （千葉県１２―２） 
フォローアッ
プ調査資料 

（１）旧陸軍習志野学校跡地 
・『陸軍習志野学校』１９８７年〔１〕 
・『習志野市史』第１巻通史編、平成７年・同『習志野市史』第４
巻資料編（Ⅲ）、平成６年〔２〕 

・『学校が兵舎になったとき』１９９６年〔３〕 
・証言〔４〕 
・Target No. 1453 (Narashino) Technical Intelligence Report 

of Captured Japanese CW Material (Narashino)〔５〕 
・証言（昭和４８年調査）〔６〕 
・化学室担当ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状況
（14.6）」〔７〕 
・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」〔９〕
・「毎日新聞」夕刊連載記事「化兵のとりで」（平成 7 年５月１７
日・５月２４日・５月３１日・６月７日）〔１０〕
・証言〔１１〕 
・『毒ガス戦関係資料Ⅱ』１９９７年〔１２〕 
・「『旧軍毒ガス弾等の全国調査』のフォローアップ調査について」
平成１５年１０月９日〔１３〕 

 
（２）習志野演習場 
・『陸軍習志野学校』１９８７年〔１〕 
・証言〔４〕 
・ 化学室担当者ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状
況(14.6)」〔７〕 

・ 証言〔６〕 
・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」〔９〕
・証言〔１１〕 
 
（３）場所不明 
・化学室担当ノート「戦後における旧軍毒ガス弾等の処理の状況
（14.6）」〔７〕 
・「旧軍ガス弾等の全国調査結果報告（案）」〔９〕 
 

追加資料 （１）旧陸軍習志野学校跡地 
・化学兵器処理等調査票〔Ａ１〕 
・証言〔Ａ２〕 
・「国内における毒ガス弾等に関する総合調査検討会 平成１７年
４月２０日（第１回）」〔Ａ３〕 

 
（２）習志野演習場 
・化学兵器処理等調査票〔Ａ１〕 

Ａ平.17.4.20.総合調査検討会において習志野演習場が追加

別 紙 ５

－１２－

※第１回習志野演習場周辺住民説明会（平成１７年５月１７日開催）環境省作成資料１



・証言〔Ａ２〕 
・『日本騎兵写真集』〔Ａ３〕 
 
（３）場所不明 
・証言〔Ａ１〕 
・『日本騎兵写真集』〔Ａ２〕 
・『平成１６年度国内における旧軍毒ガス弾等に係る情報収集及び
取りまとめ業務報告書』〔Ａ３〕 

・国内における毒ガス弾等に関する総合調査検討会 平成１７年
４月２０日（第１回）〔Ａ４〕 

平成１５年度
フォローアッ
プ調査報告書
の要約 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）旧陸軍習志野学校跡地
千葉県習志野には、昭和８年に創設された陸軍習志野学校跡が

存在する。陸軍習志野学校は、毒ガス戦の教育と毒ガス兵器の運
用研究を行なう機関であり、毒ガスの交付も行われた。

○生産・保有情報
・毒ガスを用いた教育や研究が行われており、毒ガスが交付さ
れていたことが確認される〔１〕〔２〕。また、特殊なガス室
（八面房）跡も確認されている〔３〕。
・昭和１６年に習志野学校で毒ガスに関する訓練を受け、イペ
リット、ルイサイト、催涙ガス、火炎瓶を扱ったという証言
と､昭和１９年１１月から習志野学校で1週間毒ガスの教育を
受けた（被災したときの応急措置等）との証言が得られてい
る〔４〕
・習志野学校の設備・機材等について記載されている〔５〕。 
 
○廃棄・遺棄情報 
・終戦時、イペリット・ルイサイトなどが「若干」残存し、「一
部は自ら処分、大部分は進駐軍に引渡しその監督下に処分」
した〔１〕。 

・元関係者の証言として、「終戦時、イペリット缶とルイサイト
缶（合わせて約６ｔ）・青酸ボンベ（若干）を保有しており、
これらは学校敷地内において晒粉で中和し埋設し（材料廠付
近地下）、青酸は大気に放出した。また、これとは別に各種毒
物若干を銚子沖に投棄した」と記載されている〔６〕。 

 
○現在の状況 
・陸軍習志野学校跡地は戦後、警察署、教育施設、県営住宅、
関東財務局宿舎や関東財務局の未利用地となっている〔１〕
〔１１〕。 
・平成６年に合同宿舎の建築に当たり地下埋設物の状況につい
て関東財務局の調査が行われ、八角形の基礎及び煙突状建築
物などが確認されている〔１０〕。 
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・平成１５年５月８日に、旧軍習志野学校跡地において、水質
調査が行なわれたが、異常はなかった〔１３〕。 
・平成１５年７月２８日に、旧軍習志野学校跡地で、現在、保
育所となっている土地において、ヒ素に関する土壌調査が行
なわれたが、異常はなかった〔１３〕。 

 
○その他情報 
・終戦時における習志野学校の配置図が存在する〔１２〕。 

 
 
（２）習志野演習場 
戦後、同地域から毒ガス弾等が発見された事案がある。

○生産・保有情報
・昭和１９年１１月から習志野学校で 1 週間毒ガスの教育を受
け（被災したときの応急措置等）、イペリットの２斗のドラム
缶数百本が野積みされていたのを目撃した（射場の裏側）と
いう証言が得られている〔４〕。

○廃棄・遺棄情報 
・元関係者の証言として、「終戦時、イペリット缶とルイサイト
缶（合わせて約６ｔ）・青酸ボンベ（若干）を保有しており、
これらは学校敷地内において晒粉で中和し埋設し（材料廠付
近地下）、青酸は大気に放出した。また、これとは別に各種毒
物若干を銚子沖に投棄した」と記載されている〔６〕。 

 
○発見・被災・掃海等処理情報 
・昭和２６年６月２８日、千葉県習志野演習場でルイサイト入
りのドラム缶３本発見により演習中の自衛隊員１４名負傷、
米軍が除染したと記載されている〔７〕。 
・昭和３５年２月１７日から１９日にかけて、千葉県習志野市
（演習場）で、ルイサイト入りドラム缶１本が発見、空挺部
隊で処理されたと記載されている〔７〕。

・昭和３５年３月４日から１１日にかけて、千葉県習志野市（演
習場）で催涙剤（固体）１０ｋｇが発見され､土地の除染と海
洋投棄を行ったと記載されている〔７〕。

 
○その他情報 
・陸上自衛隊習志野演習場に関して、陸上自衛隊第 1空挺団（船
橋市）に所属していた元自衛隊員から以下のような証言があっ
た。「昭和４０～４１年ごろ、習志野演習場内にある松林内の
高圧線の近くに約２０ｍ四方の縄を張った立ち入り禁止区域
があり、そこにはイペリットが埋めてあるとのことで、当時、
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隊員には立ち入り禁止の指示があった。昭和４０年ごろはここ
には草も生えなかったが、昭和４４年ごろから草が生え、立ち
入り禁止区画の縄も除去された」〔１１〕。 

 
 
（３）場所不明 
○発見・被災・掃海等処理情報 
・連合軍総司令部は、埋設されていた日本軍の毒ガスを、昭和
 ２６年１０月２４日を予定として千葉県習志野の米軍兵舎内
で焼却処分すると発表している。 

・昭和３７年８月２１日に、千葉県習志野でイペリット弾８発
が発見されている〔９〕。 

・昭和３７年９月に、千葉県習志野でイペリット弾２発が発見
されたと記載されている〔７〕〔９〕 
・昭和３９年１１月１８日に、千葉県習志野で旧軍ガスボンベ
６本（大２本・小４本）が発見されている〔７〕。 

 
新たな情報 （１）旧陸軍習志野学校跡地

○生産・保有情報
・元関係者の証言として、「本数不明、檻数不明、約６屯余と記憶
する、ドラム缶（容器）のイペリット、ルイサイトについて、
陸軍習志野学校（習志野市大久保）、習志野原現自衛隊射撃場北
側に疎開しあり、当時学校は真毒使用場として使用する。」と記
載されている〔Ａ１〕。 

・元関係者の証言として、「ルイサイトのガス弾について、常時保
管しあらず、教育の際はその都度受領し演習場に於いて全量を
使用し学校には持ち帰らざるも尢可とする。但し校内に於いて
真実作業をせる場合は校内毒物場に一二は残置することもあっ
た。」と記載されている〔Ａ１〕。 

 
○廃棄・遺棄情報 
・元関係者の証言として、「材料廠は陸軍習志野学校（習志野市大
久保）、習志野原現自衛隊射撃場北側に疎開しあり、当時学校は
真毒使用場として使用する」と記載されている。また、「本数及
檻別不明、約６屯余と記憶する、ドラム缶（容器）のイペリッ
ト、ルイサイトについて、昭和２０．８．１７－２０習志野学
校材料廠員、教導隊下仕官にてサラシ粉約１０屯を使用し開放
し消毒の後地下に埋設する。終戦後自衛隊に於いて容器一部を
発見、米軍化学兵器部隊に於いて徹底的完全消毒を行い現在練
兵場として使用の筈」と記載されている〔Ａ１〕。 

・元関係者の証言として、推測ではあるが、毒ガスの処理の方法
として、「①ドラム缶から鉄板にイペリットを撒き、その上でサ
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ラシ粉と混合・攪拌し、無害化。さらに、イペリットが充填さ
れていたドラム缶もさらし粉と水で無害化。 ②ルイサイトは、
ドラム缶に充填のまま処理の可能性あり。」と記載されている。
また、数量については、「終戦時の保有量イペリット缶とルイサ
イト缶を併せて約６ｔと記載されているが、そのうちの１～２
ｔを処理、時期は不明、場所は真毒使用所（射撃場北側）、特殊
弾格納庫周辺の可能性あり（蛸壺に廃棄の可能性あり）」と記載
されている。なお、真毒使用所は、現在の陸上自衛隊習志野演
習場に相当し、特殊弾格納庫周辺は現在の旧習志野学校跡地内
に相当するとの証言がある〔Ａ２〕。 

 
○その他情報 
（１）環境調査に係る情報 
 ・環境省及び財務省では、日常生活に危険性がないことを確認

するために、平成１５年度から環境調査として、地下水調査、
  環境大気調査、表層ガス調査、土壌調査、物理探査、不審物

確認調査を裸地において実施した〔Ａ３〕。 
  ①地下水調査 

区域内及び周辺の井戸を、２３カ所で調査し、毒ガス関
連物質（硫黄マスタード、ルイサイト、２－クロロビニル
亜アルソン酸、あか剤関連物質）は検出されなかった〔Ａ
３〕。 

  ②環境大気調査 
    区域内の全域で、大気が連続するひとかたまりと考えら

れる区域ごとに、１９６カ所で調査し、毒ガス関連物質（硫
黄マスタード、ルイサイト、ホスゲン、シアン化水素）は
検出されなかった〔Ａ３〕。 

  ③表層ガス調査 
    物理探査で検知された全地域（１５５検体／１,３４８カ

所）で実施し、毒ガス関連物質（硫黄マスタード、ルイサ
イト、ホスゲン、シアン化水素）は検出されなかった〔Ａ
３〕。 

  ④土壌調査 
    裸地で、終戦時旧軍施設が残っていたり、既に３ｍ以上

掘削されている場所を除いた範囲で１００ｍ２ごとに実施
し、９９検体（７４３カ所）で、毒ガス関連物質（硫黄マ
スタード、ルイサイト、二－クロロビニル亜アルソン酸、
あか剤関連物質）は検出されなかった〔Ａ３〕。 

⑤物理探査 
    裸地で、終戦時旧軍施設が残っていたり、既に３ｍ以上

掘削されている場所を除いた範囲（７２,８４４ｍ２）で、
レーダー探査及び磁気探査を実施した〔Ａ３〕。 

  ⑥不審物確認調査 
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    物理探査の実証試験の結果に基づいて選定された地点で
   実施し、２４７カ所で不審物は確認されなかった〔Ａ３〕。
 
（２）習志野演習場 
○生産・保有情報
・元関係者の証言として、「本数不明、檻数不明、約６屯余と記
憶する、ドラム缶（容器）のイペリット、ルイサイトについ
て、陸軍習志野学校（習志野市大久保）、習志野原現自衛隊射
撃場北側に疎開しあり、当時学校は真毒使用場として使用す
る。」と記載されている〔Ａ１〕。 

・ 元関係者の証言として、「ルイサイトのガス弾について、常時
保管しあらず、教育の際はその都度受領し演習場に於いて全量
を使用し学校には持ち帰らざるも尢可とする。但し校内に於い
て真実作業をせる場合は校内毒物場に一二は残置することも
あった。」と記載されている〔Ａ１〕。 

 
○廃棄・遺棄情報 
・元関係者の証言として、「材料廠は陸軍習志野学校（習志野市
大久保）、習志野原現自衛隊射撃場北側に疎開しあり、当時学
校は真毒使用場として使用する」と記載されている。また、
「本数及檻別不明、約６屯余と記憶する、ドラム缶（容器）
のイペリット、ルイサイトについて、昭和２０．８．１７－
２０習志野学校材料廠員、教導隊下仕官にてサラシ粉約１０
屯を使用し開放し消毒の後地下に埋設する。終戦後自衛隊に
於いて容器一部を発見、米軍化学兵器部隊に於いて徹底的完
全消毒を行い現在練兵場として使用の筈」と記載されている
〔Ａ１〕。 

・元関係者の証言として、推測ではあるが、毒ガスの処理の方
法として、「①ドラム缶から鉄板にイペリットを撒き、その上
でサラシ粉と混合・攪拌し、無害化。さらに、イペリットが
充填されていたドラム缶もさらし粉と水で無害化。 ②ルイ
サイトは、ドラム缶に充填のまま処理の可能性あり。」と記載
されている。また、数量については、「終戦時の保有量イペリ
ット缶とルイサイト缶を併せて約６ｔと記載されているが、
そのうちの１～２ｔを処理、時期は不明、場所は真毒使用所
（射撃場北側）、特殊弾格納庫周辺の可能性あり（蛸壺に廃棄
の可能性あり）」と記載されている。なお、真毒使用所は、現
在の陸上自衛隊習志野演習場に相当し、特殊弾格納庫周辺は
現在の旧習志野学校跡地内に相当するとの証言がある〔Ａ
２〕。 

○その他情報 
・きい剤などを使用した実物演習（実毒演習）を行ったとされ
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る習志野原についての記載があり、実物演習場の位置につい
ての記載がある〔１〕。 
・地図中（年代不明）に、｢実物演習場｣の記載がある〔Ａ３〕。

 
（３）場所不明 
○廃棄・遺棄情報 
・元関係者の証言として、「演習場内は凸凹しており、窪地に
缶３本をゴロンと入れた。」、「缶には、マークや標識はつ
いていなかった。」、「中身はわずかだった。」、「缶の側
に行ったときに臭いでイペリットであることがわかった。」
と記載されている〔Ａ１〕。 

 
○その他情報 
・きい剤などを使用した実物演習（実毒演習）を行ったとされ
る習志野原についての記載があり、実物演習場の位置につい
ての記載がある〔１〕。 
・地図中（年代不明）に、｢実物演習場｣の記載がある〔Ａ２〕
「実物演習場」に該当する場所周辺は、現在は低層住宅や一
部４階建て程度の建物がある。また、畑、駐車場、個人の庭
など一部が裸地である他はほとんどが舗装されている〔Ａ 
３〕。 

   なお、｢実物演習場｣に該当する場所周辺において、平成１
６年７月から８月に、環境省が地下水調査を実施した。その
結果、毒ガス関連物質は検出されなかった〔Ａ４〕。 
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習志野演習場周辺及び演習場内における

地下水調査の結果（速報）について

＜習志野演習場関連 第３号（平成１７年７月１日）＞ 

発行・編集：環境省環境リスク評価室、防衛庁長官官房施設課、千葉県環境政策課、

八千代市環境保全課、習志野市環境保全センター、船橋市環境保全課

 
 
環境省では、八千代市、習志野市、船橋市の協力の下、専門家の御意見を踏ま 

えながら、本年５月２７日（金）から演習場近傍における民有地の飲用井戸を中 
心に地下水を採水し、地下水調査（２０箇所）を行いました。 
その結果、全ての検体について、毒ガス関連物質は検出されませんでした。 
また、防衛庁では、６月１７日（金）に演習場内の井戸等から地下水及び表流 

水を採水し、地下水調査（４箇所）を行いました。 
その結果、全ての検体について、毒ガス関連物質は検出されませんでした。 
今後、防衛庁では、専門家の御意見を踏まえながら、演習場内の調査区域におい 

て、ドラム缶などの地下の埋設物を確認することを目的とした物理探査を行う予定です。 
 

 
１． 習志野演習場近傍の民有地における地下水調査  

  演習場近傍における民有地の飲用井戸を中心に地下水を採水し、毒ガス関連物質が
含まれていないか調査を行いました（次頁参照）。 

   場所 ：   ① 習志野演習場周辺北側   ８箇所 
          ② 習志野演習場周辺南側   ５箇所 
        ③ 習志野演習場周辺西側   ２箇所 
       ④ 習志野演習場周辺東側   ５箇所 
   採水日： 平成１７年５月２７日（金）～６月３日（金） 

結果：全ての検体について、毒ガス関連物質である、硫黄マスタード、ルイサイト、２－
クロロビニル亜アルソン酸、あか剤関連物質（ジフェニルクロロアルシン、ジフェ
ニルシアノアルシン、ビス（ジフェニルアルシン）オキシド、ジフェニルアルシン
酸、フェニルアルソン酸）は検出されませんでした。

 
 
２． 習志野演習場内における地下水調査 

      演習場内の井戸等から地下水及び表流水を採水し、毒ガス関連物質が含まれていない
か調査を行いました（次頁参照）。 

      場所   ： 習志野演習場内の井戸（不使用）等  ４箇所 
採水日 ： 平成１７年６月１７日（金） 

結果：全ての検体について、毒ガス関連物質である、硫黄マスタード、ルイサイト、２－
クロロビニル亜アルソン酸、あか剤関連物質（ジフェニルクロロアルシン、ジフェ
ニルシアノアルシン、ビス（ジフェニルアルシン）オキシド、ジフェニルアルシン
酸、フェニルアルソン酸）は検出されませんでした。
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（参考） 習志野の事案（習志野演習場）に係る地下水調査結果一覧表 

演習場周辺 演習場内  

 

分 析 対 象 物 質 

市営水道

水源井戸

（７検体） 

周辺小学校

の井戸 

（３検体） 

飲用 

井戸等 

（２０検体） 

使用されて 

いない井戸 

（４検体） 

 

定量下限 

 

〔mg/L〕 

硫黄マスタード ND ND ND ND 0.001 
ルイサイト１ ND ND ND ND 0.002 ルイサイト 

ルイサイト２ ND ND ND ND 0.003 
２－クロロビニル亜アルソン酸 ND ND ND ND 0.002 

ｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｸﾛﾛｱﾙｼﾝ ND ND ND ND 0.003 
ｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｼｱﾉｱﾙｼﾝ ND ND ND ND 0.003 
ﾋ ｽ゙ (ｼ ﾌ゙ｪﾆﾙｱﾙｼﾝ)ｵｷｼﾄ  ゙ ND ND ND ND 0.003 
ｼ ﾌ゙ｪﾆﾙ ｱﾙ ｼﾝ酸 ND  ND ND ND 0.003 

あか剤関連

物質 

ﾌｪﾆﾙ ｱﾙ ｿﾝ酸 ND ND ND ND 0.002 
    

注 ： NDとは、分析対象物質の濃度が定量下限値未満であることを示しています。 
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習志野演習場周辺及び演習場内における地下水調査について 

 

 
 
 
 
 
 
 

ご質問・ご相談は、下記窓口にご連絡ください
 

     環境省環境保健部環境リスク評価室 ０３－３５８１－３３５１ 
防  衛 庁  長 官 官 房  施 設 課  ０３－３２６８－３１１１ 

      千 葉県環境生活部環境政策課  ０４３－２２３－４６４９ 
      八千代市経済環境部環境保全課   ０４７－４８３－１１５１ 
       習志野市環境部環境保全センター  ０４７－４５１－１４００ 

船 橋 市 環 境 部 環 境 保 全 課    ０４７－４３６－２４５５ 

■ 

■

■ 

■ 

▲ 

▲ 

▲ 

■ 

■ 

■ 

●
●

● 

●：小学校の井戸（３箇所／採水） 

■：市営水道水源井戸（７箇所／採水） 

▲：演習場内の使用されていない井戸（４箇所／採水） 

 ：陸上自衛隊習志野演習場周辺約５００ｍの境界線 

：市境界線 

習志野市

船橋市 

八千代市 

演習場周辺北側

（８箇所採水） 演習場周辺西側

（２箇所採水） 

演習場周辺南側

（５箇所採水） 
演習場周辺東側

（５箇所採水） 

▲ 
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（お知らせ）
１８．４．２８
防 衛 庁

習志野演習場に係る旧軍毒ガス弾等の環境調査について（速報）

習志野演習場において地下埋設物の有無を確認するため実施して参りまし
た物理探査（レーダー探査及び磁気探査）の結果及び今後の対応について、
お知らせ致します。

１ 物理探査の概要
(1) 探査期間： 平成１７年１０月２１日～平成１８年３月３１日

(2) 探査区域： 約１７３,０００㎡（約１７ha）

(3) 探査方法：
ア ； 埋設物の有無を確認するため、調査区域の全域（約１７ha）レーダー探査

について、１ｍ間隔の直線上を車輪付きのセンサー（箱型）に

より探査（浅い深度及び深い深度の２種類で実施 。）

イ ； 金属（主に鉄）の有無を確認するため、調査区域の全域（約磁 気 探 査

１７ha）について、１ｍ間隔の直線上をセンサー（棒型）によ

り探査（深度２ｍ程度まで探査が可能 。）

(4) 探査結果：
ア レーダーのみに反応した地点は１８１ヵ所。
（このうち、磁気探査による検知が可能な深度２ｍを超え、レーダーに反応した

地点１２ヵ所は、寒川町事案など過去の発見事例を踏まえれば注意が必要 ）。

イ 磁気のみに反応した地点は６１ヵ所。
ウ レーダーと磁気の両者に反応した地点は１６ヵ所。
［レーダー又は磁気のいずれかに反応した地点は２５８ヵ所 ］。

（参考： 環境省が平成１６年度に実施した陸軍習志野学校跡地(現在は民有地等)に

おける物理探査では、調査区域約７haで約２４７ヵ所を検知 ）。

２ 今後の対応
物理探査の結果を踏まえ、平成１８年度に不審物確認調査（掘削確認）

及び土壌調査を実施する予定。

【連絡先】
長官官房 施設課 課長：武田

担当：山田
TEL：03(3268)3111（内線20881）

別 紙 ７
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